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病原菌が土壌中または被害物について菌援を形成するかあるひは被害物lこ深く侵入して越年して
いる. また発育中の植物体では組織内に深く侵入しているので薬剤による防除がほとんど不可能に
近し しかも農作物を始め殆んどの植物に対して大筈をなす. これら病原菌 &lertinia属 (Bo・
trytir属を含む)Corticium属 Hytochnur属 Rhizoctonia属なE仁対して Trichoゐ問問属菌
が抗菌または好んで寄生し殺害して行く事実について， 今まで多くの人.lc(こよって検明せられた.
筆者等も前記の作用を認め昭和26(1951)年以来，その作用カ，作用系統および選択性または
Trichoゐrmaの増殖，無稜菌大量培養法等仁ついて実験して来た (8-9報).その結果を基礎
としてポットおよび圃場において植物体を使用し(主としてマメ科植物の白絹病とムギ類の紋枯病〉
防除効果仁ついて実験した.
ここにその結果の概要を報告する.
IJ Triclwderma菌による土議表面処理と土中処理について
A)実験方法
本実験仁使用した Tricho伽 maは2382号菌株である.この菌株は特仁好気性であり，酸素の
供給充分なる時は分生胞子の形成が非常によいがその供給が不充分な時は分生胞子の形成が悪
い.この事は衣の実験からも明らか仁認められる.広口瓶中仁越と鋸屑を混合して入れ，これ仁木菌. ・…一一…-…・……-…一一・…一一一一・・"…・…・……………一一…一一一一一-…山H ・…一一・…
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を培養する時は場聾の表面または周閤の瓶壁のみに分生胞子を形成するが， 生普養内部にはほとんE
形成しない.しかしこれを蔵外に取出すと念に多量の分生胞子を形成する.Trichoゐγ聞を土壌中
lこ施した場合も土壌中で旺盛な発育をし分生胞子が多量に形成せられて始めてその効果があがる.
そこで土嬢中において本菌株がどの程度に発育し白絹病菌を侵害して行くかを寄主植物を使用して
実験した.
昭和27(1952)年6月11日lこ木箱を使用しこれに土を約3寸の深さに入れた.表面処理の場
合は土嬢表面に菌援20ト .300粒を撒布したのみで土壊の撹梓は行なわず1箱当り 5gの Tri-
choゐγ間培養を撒布した. 土中処理は木絡に土を3寸の深さまでいれ4∞ーδ00粒の薗核を撒
布し(発病を一定ならしめるため表面処理の区よりも多く使用した). 充分に摺枠した. その直後
Trichoゐrmaの培養を1箱当り5g撒布しょく揖枠して土壊中仁混和した.このようにして準備出
来たものは両区共10日間乾燥しないように放置し， その後， ソラマメ 20粒を播種した. (4箱を
もって1区とした). 発芽後本葉2-3枚を生ずるまでは潜水量を少なくして早期発病をさけた.
その後は濯水を充分仁して11日後に憶病本数を調をして擢病歩合を算出した. そ¢結果は第1表
仁示す.
第 1表 Trichoder間培養施用仁よる白絹病菌保有土援の処理とソラマメ箇の権病
処 理
r. 準区土療の表面処理{l Trichod.施用区
f襖準区土援の土中処理{
lT，.ich品施用区
B)実験結果
ソラマメ
播種数
80 
80 
80 
80 
問 有量病本数 権病.$発芽数
76 44 57.9 
77 1 14.3 
78 48 61.5 
BO J2 15.0 
比.
100 
24.9 
100 
25.0 
第1表の結果では，先ず菌援を土壌表面仁揖種した標準区では80粒の播種に対して76本発芽
した.その内44本が摺病し，穣病率は57.9%となった.Trichoderma処理区では80粒播種中
77本発芽している.その内 11本の懐病体が見られ擢病率は 14.3%であった. この両区を比較す
ると，標準区1∞仁対して処理区は24.9%の擢病度となっている.これ仁よって Trichoゐγm菌
を施用すれば白絹病菌の侵害を軽減する事がわかる.菌棋を土中に接種した区の標準区では 80粒
播種の内78本発芽し，その内48本が躍病して憶病率は61.5%仁なった.Trich働 m 処理区
~は回粒中 80本発芽し』寵病本数は 12 本で擢病率は 15%であった. これを比較して見ると標準
区100仁対して処理区は24.40)擢病度であっ・た.なお不発芽のものは， ほとんど白絹病菌仁侵か
され腐敗していた. ，-
以上の結果から本実験に使用した Tricho伽 masp. 2382号菌株は，土壌の表面のみを処理した
場合も土嬢内部まで処理した場合もほとんE差がなしその効果を現わしてやる. 本実験の場合は
木箱を使用しているので土嬢中の酸素の供給量はかなり充分であったと思われるが， 実際仁圃場の
場合でもたえず耕起されているので. 3-4寸までは酸素の供始も充分であると考えられる. とれら
から考え合わせて土壌中3寸の深さあるいはそれ以上の深さでも Trichコゐ7聞がかなり旺盛な発育
をなし， 白絹病菌の菌糸および菌援を侵害し，またはこれと対抗してその発病を抑制するものである
ことが明らかになった.
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11 Trichoderma 薗による病書防除に闘す~*ツト試敏
1 )マメ科植物の白絹病に対する場合
A)実験方法
Trich Jderma属菌が土壊中において白絹病菌 (Corticiu明 centrifugum)に対してどの程度抗菌
効泉を現わすものであるかを知るため仁ポットを使用して実験した.Trich~ゐrma 薗が各種の菌接お
土び菌糸仁好んで発育し，かつ殺生または抗菌することは寒天精地上での実験で判然している.また
その種類および菌徐によって殺生しあるいは好んで寄生する菌緩病菌の種類を異仁している.白絹病
菌に対して強力な作用をする Trichoゐrmaは筆者および岡山タパコ試験場の大島氏の分離した，
Trich ")dermaゅ.2382， 2402， 2404および 2406号菌株であったが，今回の実験は，その内の
Trichoderma sp. 2382号菌株を使用しソラマメから分離した白絹病菌 (Cortk向"'0附 rifugwn)
に対する作用を実験した.
先ず直径5寸の索矯の植木鉢lこ土(腐植質の多く含まれた嬢土〉を入れ， これにソラマメ1粒
宛を播種し，半数のポットは発芽直後に， 残り半数のポット仁は開花直前に，菌核5粒宛を植物
体の基部〈径 2cm内のところ〉仁接種し，充分仁漕水してわずかに白色菌糸が伸びかけた時仁両
者共字数〈全体の1/4)のポット仁 Tricho伽 m 菌を施用し，残り牛数(全体の1/4)を標準
区とした.(施用した Trichod，町m 菌は越に生育せしめて多量仁分生胞子を形成したものである).
Trich抑制施用量は1ポットに対して培養1匙〈約0.8g)であった， 施用後は如露で土嬢
表面が黒色仁なる程度仁潜水して一昼夜放置した. その後小さく切った稲葉を撒布し土嬢表面の
乾憶を防ぎ充分に潜水して1週間経過した後発病の有無および程度を調査した.
その結果は第2表の如くである.
第 2表 Tric1wderma施用によるソラマメ白絹病防除ポット試験
標 準 区 施 用 区
株数 百分率 比$ 株数 百分$ 比$
雪尾 験 総 株 数 45 45 
• 省 総 株 数 34 75.56 100 9 20.00 20.47 
発妄Faるkzg・‘昆m副8・:1完全に枯死したもの
15 33.33 100 7 15.56 46.伺
首核 枯死寸前のもの 2 4.44 100 。 。 。
した わずかに侵入を認むもの 17 37.78 100 2 4.44 7.75 
健全なる もの 3 6.67 100 38 80.00 1199.4 
病原の不明のもの 8 17.78 100 。 。 。
30 30 
畿管総株数 25 83.33 100 8 26.67 36.37 
開花嵐自民健 完全に枯死したもの 22 73.33 100 8 26.67 36.37 
.核を第積検死す前のもの 。 。 100 。 。 。
し…l…入措むもの 3 10.00 100 。 。 。
健全なるもの 。 。 勾 品.67
病原の不明のもの 5 16.67 100 2 6.67 40.0 
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B)実験結果
第2表の結果から見ると極病本数は標準区では発芽直後のもので45本中34本， 75.6%の憶
病率，開花直前接種したものでは初本中25本田.3%の，耀病率 Trich::)(Jer制培養による処理
区では発芽直後仁菌棋を接種した区で45本中9本20%の摺病率， 開花直後に菌接を接種した
区では30本中8本で26.7%の擢病率を示した. なお寄主体が完全に枯死したものは標準区の場
合は発芽直後仁菌接を接種した区で45本中15本で33.3%開花前に菌援を接種した区では30
本中22本が枯死しておりさを体の73.3%を示してやる.一方処理区では発芽直後仁接種した区で
45本中枯死したものはわずかに7本， 15.6%であった. 開花前仁接種したものでは30本中8本
26.7%であった.此上のよう仁処理区では，完全枯死数も少なし1が軽吏の被害のものが特に少なく
植病植物の大部分は枯死している. このことは Trichodermaの分生胞子が発芽生育して白絹病
菌の菌糸または菌核仁直接に接触すれば強力な作用をして白絹病菌を完全に殺害するものと.恩われ
る植物体が傷つくかあるいは白絹病などのためにわずか仁侵害せられた時などは，その局部組織内仁
Trichoderma菌糸が侵入して植物体を枯死せしめることがある.このようなことからも T市 ho伽制
処理区に軽度の被害が少なし1ことが明らかに考えられる. しかしながら，健全な植物体では Trich'J・
ゐrmaによる被害は見られなかった.当実験li露地で行なったものであるからこの TrichoゐTma仁よ
る防除は圃場でも可能であることを証明してやる.
2)コムギの絃桔病に対する場合
A.実験方法
直径5寸の素焼植木鉢にコムギ農林52号の消毒種子を5粒宛矯種し充分潜水して温室内
にいれ，発芽後本葉1枚を見た時lこCOTticiumgTaminiumの培養(細片の鋸屑6∞g，難3∞
第 3表 Trichoderma sp. 2407場菌株のコムギ紋格病に対する防除効果ポット試験
区 }llj 被害程度 本数 百分率
賓除総本数 396 
ヨ際 革脅 の み 177 44.69 
下 業 枚 84 21.21 
植物体がしおれる 36 9.09 
練 準 区〈 全体が音音色となる 18 4.55 
完全に枯死する 17 4.29 
盈k 被 笹 数 332 84.05 
. 病 事鼠 64 16.16 
実験総本数 395 
君臨 草書 の み 205 51.9 
下 業 枚 47 11.9 
区1歯車物体がしおれる 20 5.06 
Tricho必rmaJIlt 王塑
..体が資色になる 9 2.28 
完全に枯死する 5 1.27 
蓋k 被 管 数 286 70.24 
a暗 病 数 109 27..6 
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金後轡
の比Z担
53.17 
25.24 
1.08 
0.54 
0.51 
100 
71.68 
16.43 
0.7 
0.32 
0.18 
100 
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g，籾殻80g，砂糖20g，水適量〉の乾埠したものを1鉢約1g宛土壌表面仁散布接種し
た其後48時間を経過して Cort，graminiumの白色菌糸が認められた時に Trichodermasp. 
2407号菌株の培養〈鋸屑6oog，魁200g，籾殻， 150g，砂櫨20g，硫酸銅 2g，硫，唆
マグネジュー ム1g， 硫綾アンモニュー ム2g， 71<適量〉を約2g (分生胞子数約150，∞0万
発芽率約85%)を撒布した.その後;土土壊表面の乾埠せぬよう充分に瀧水して5日後にはコムギ
の根元が褐色になり早いものは植物全体が寅化したので全部を抜き取り被害数および被害程度を調
査した.その結果は第3表仁示す.
B.実験結果
第3表の結果によると，TricheJderma処理区においては被害を受けていなし1植物体が標準区の
64個体に比較して，かなり多く109個体であった. 軽度の被害を受けた個体数は，逆に標準区よ
りも 20%程度多く見受けられた.が被害程度の進んだものは非常に少なく標準区の71個体に対し
34個体であった. これらから見てもわかるように Trichoderma菌が，Corticium graminium菌仁
対して作用してはいるがその作用が弱U これを前報告 (8の1)の寒天培地上の温度と殺生作
用の関係から見るとCorticiumgraminium菌に対する，Trichoderma sp. 2407号菌株の作用は
200Cから270Cの聞において最も強力である.また Trichoゐrma菌の発育に良好なる反応は pH
6.0以下の酸性側である.これに対して実験仁使用した土壌はpH6.8であり使用温室内の最高温
度は25.50C最低温度は 3.50C平均12.30C(.自記温度計による〉であったため，Trichodermaの
発育は充分ならず， したがって Cort.graminium仁対する作用も充分でなかったものと考えられる.
しかしながらコムギ自体は酸性において発育が悪るく， 病原菌は100C以下の低温度においても良
く発育し発病するので，この実験に使用した Trichoderma菌株では大きな効果は望めず，従がって
今一段の低温度および反応に対して発育範囲の広い系統を分離選択する必要を認めた.特に低温
仁おいて旺盛な発育をするものが必要である. なお本実験の場合， マメ科植物に比較して生育中の
有傷植物体が Trichoderma仁侵害されることが少なかった.
IV Trichodermrz sp. 2407号菌株によるコムギ紋桔病
防除効果と土質との関係
A)実験方法
圃場に埋めてあるレシガ梧 (3x3尺)90個を使用して TrichJdenna仁よる処理区30程，被害
標準区30梶，無病標準区30椙を作った.(この程内lこコムギを植えた時に多少の発病が見られる
ので病原菌を接種しない無病標準区を作った).その各区ごとを砂土(Jr(砂)10桓，嬢土〈川砂
と粘土とを等量に混合したもの)， 10橿および粘土10桂仁細別して合計9区を設定した. その内
無病標準区をのぞいて全区間ょう仁1拒当り 20gの Corticiumgraminiumの増養を撒布しょく
撹枠混和した.そ¢後4日して T昨hoderma処理区のみに Trichoderrr.asp. 2407号菌株の培養
を1梧当り 5g宛散布しよく混和した. 以後2日を経過してから各区共コムギ農林52号の種子
を1拒仁100粒宛播種した. 播種後は発芽までに2回潜水し発芽と同時および1週間後にそれぞ
れ発芽数を調査した. その後1カ月の聞に数回紋枯病による枯死数を調杢記録した. その結果は
第4表仁示す如くである.
B.実験結果
く138) - 26ー
第4衰の結果から見て本実験仁使用した程内の土壌中lこはかなりの Cυrticiurngrarniniurn菌
を保有しているらしく枯死したものが10権当り 12ー 15本見受けられた.この数佃を基礎にして全
結果を比較してみれば，先ず被害標準区では砂土において発病数が最も多く，土質が粘重になる程
小麦の発芽時における Cort.gramimumの彼寄に対する Trichoゐrma
2ω7号株の防除効果と土質との関係
第 4 表
枯死比率
l∞o 54.9 
80.4 
発芽比事
100 
枯死率
2.8 
枯死数
18 
発芽E事
64.7 
62.7 
55.5 
発芽数
ω7 
熔種数
96.9 
85.8 
77.2 
100 
4.1 26 627 1000 
1∞ 
39.2 
5.1 28 555 1∞o 
3.96 
10.2 
11.6 
72 60.97 1829 
669 
3000 
118.6 
134.9 
68 66.9 1000 
76.1 
80.4 
72.4 
59 50.9 509 1000 
100 8.6 
10.1 
1.4 
46 53.8 538 1000 
100 
69.3 
79.2 
100 
15.8 
88.4 
85.8 
1.6 
2.02 
1.7 
12 
15 
1000 
土
????????????
質男Ij区
準標害彼
100 
173 
12 
57.2 
86.4 
76.4 
74.1 
1716 
864 
764 
741 
3000 
1000 
準標病無
1000 
100 
被害が少なくなっている. この関係を T山 hoゐrrna処理区で見れば Trichodermaの効力は砂質
地の方が強く，発病数は被害標準区の反対に粘重な土壌の方が多くなっている. このことから見て
Trich:;dernω の発育も粘重な土質よりも軽い砂質地の方が良いことを表わしている. また枯死した
コムギも全部とは云えないがそのほとんどのものが Corticiumgra1:illium菌によって侵害せられてい
るものであった.このことは被害標準区と無被害標準区との差 (173:37)によって明白に表われて
いる. また Trichoderrnaの効果じついても被害標準区では1716本中 173本の枯死数があり枯死
率約10%処理区では1829本中 72本の枯死数枯死率約4%となっており 11月以後の低温度でも
多少の防除効果が表われていることがわかった.
39 78.9 2369 3000 
Tricho・
Trichoderma sp 2406号菌株によるオオムギ粒縞病防除圃場試験
A)実
麦類の紋枯病は冬期低温時(山陽地方〉においても相当数の発病が見られる. 一方
ゐrrna 菌は~期の低温時にはほとんど発育が見られない.このような性質から Trichoder聞による
麦類紋枯病の防除はあまり期待出来ない. このことは先のポットおよび握試験で明らかである. しか
し冬期の櫨病はやむを得ないとしても2月下旬から3月上旬の気温上昇時に Tricho伽 rna菌がい
かなる作用をしてどの程変まで擢病圭軽減ならし必るか仁ついて， 岡山県都窪郡吉備町下撫川多
岡敏夫氏の擢病問を使用し，標準区. 1月10白 Trichoderma菌処理区，同じく2月10日処
理区および同じく 3月10日処理区の4区を設定した.Trichoゐrrna菌の施用法は，中耕の時オオ
ムギの根元ヘ反当lOkgを撒布した. 1区当りの面積は21坪 3区制であった. その結果は第5
表仁示す.
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B)実験結果
この実験結果では全体的にその防除効果は少なく Trichodermaを2月10日に施用した区でのみ
約字分仁被害が減少しているのみである. 3月10日に施用した区では標準区24.7%に対し17.5
%の被害致を示している. これらから見ても 3月中旬以後lこ処理したのではすで仁時期が晩くほとん
どのものがすでに被害を受けているものと思われる. この実験でも前記のポット試験および権試験と問
機に Trichoゐ7問 2406号菌株ではわずかに発病をおさえる程度で完全あるいはこれに近い防除効
果は望み得なかった.
第 5表 Trichodenna 2406号菌株によるオオムギ紋枯病防除，関場試験
区 }J1j 調査 健全株数 彼筈株数 被害車 比率総株数 、
標 準 区 667 502 165 24.74 100 
1月10日 Trichoderma施用区 662 562 100 15.11 61.08 
2 Ji10日 Tric1l.油rma施用区 ωo 518 82 13.67 55.25 
3 Ji10日 Trichoゐnna施用区 646 513 13') 17.49 40.7 
VI Tric加 derma薗判用によるマメ科植物自絹病防除圃場鼠厳
A)実験方法
Trたhoゐrmaの培養施用による白絹病防除仁ついては室内実験およびポット訴験でかなり良好な
結果を見たので，これを圃場において実験した.供試植物は，ソラマメとインゲγマメを選んだ.
1)ソラマメlこつひての実験 ・
稲刈取り後の耕起畦立をした水田約5畝歩に昭和27年 11月15日仁稲藁培養基仁樗養して形
成せしめた Corticil開 C伺 trifu，伊 m(当研究所においてソラマメから分離したもの〉の菌緩約5dl.を
散布した.それから数日後(昭和27年11月20日)にこの5畝歩を6区に区切り， ソラマメを矯
種した. 第1区および第2区は標準区として第3区にはソラマメを播種の際に Trichoゐrmasρ. 
2382号菌株の靖費を植穴の上面仁撒布して覆土した.第4区はソラマメが発芽した頃 (12月14
日〉幼首上に Trichoゐrmaの培養を撒布した.第5区は，その後ソラマメが成育し開花最盛期仁
達した昭和28年5月10日に葉商から圃場全体に Trichoderma菌の培養を散布した.第6区は
白絹病がわずか仁発病した時 (5月15日〉仁 TrichoゐF聞の培養を根元に散布した.使用した
Trichoderma菌培養の量は各区共反当8kgである.
2)イシゲンマメについての実験
約3畝の畑を使用して Corticiumcentrifl昭 m 菌の細切稲藁培養を約3kg土嬢中に接種し
て後6日を経て4区に区分し;其後2日を経過してからイツゲシマメを1区当り約5合宛密に播種
した.第1区を標準区とし第2区は嬉種した種子の上仁 Trichoゐ開ω ゅ.2382号菌株の培
養を撒布しその上仁覆土した第3区は掃種2目前に Trichoゐrmaの培養を土壌中仁撒布し充分
に混和した.第4区t矯種する種子に Trichoゐrmaの7}生胞子をまぶした.その方法はイツゲシマ
メを 300Cの水に約1時間漫潰し水切りをして Trichoゐrmaの培養を入れよく混和して，そのま
ま矯種した.施用 TrichoゐV脚量は各区共5ωg(反当lOkg)であった.播種後は谷の部分に
潜水して充分仁潜水した. 播種後3日目にはすでに発芽し1週間自にはかなり発病していたのでこ
の時より調査を開始し1力月後で調査を打ち切った.その結果は第5表の如くであった.
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B)実験結果
第6表の結果から見て， ソラマメを使用しての実験の場合では白絹病菌を接費しただけの標準区
では2区合計で370株の内73株が濯病しており19.7%の橋病率に当る播種と同時に Trich地問問
の熔養を施用した第3区では168株の内7株の憶病で4.2%の憶病率であった. 発芽直後幼
苗期仁 TrichJdennaの時養を施用した第4区では168株中5株が擢病しており擢病率わずかに3
"であった. しかるlこTrichoゐnnaの培養の施用を遅らせて，ソラマメの開花最盛期仁施用した第
5区では9.5%の播病率が見られ， さらに遅らせて権病植物が認、られて施用した第6区では18.6
%の橿病率で槙準区と殆んど差のない結果に沿った.
第 6表 Trichodorma培養徳用によるソラマメおよびインゲンマメ白絹病予防圃場試験
供試布車物 処 理 区 iJlj 総株数被霊不発按答率比率株芽数 備
君臨， 
機 準 区 卒 均 370 73 7 19.7 100 
(1)標 準 区 I 166 30 5 18.1 
臼〉標 準 区 E 204 43 2 21.1 
!ω附 k同時に Trichot/. を撒布 168 7 ..2 20.9 
ジヲマメ
くの発芽後 Trichot/. を撒布 168 5 4 3.0 15.0 
くの開花最成時に Trichot/.撒布 168 16 3 9.5 47.5 
(6)発病初期 tcTrichod.撒布 177 33 6 18.6 93.2 
(吋箪区切1
250 39 42.3 100 不完全発芽数
。〉蒔付種子上に Trichod.を撒布 603 162 10 26.9 臼.3 21 
.;f;:;-ゲνマメ
(3)草寺付2目前tcTrichod. を土中処理 715 154 17 21.5 50.9 
(4)務付種子に Tricゐd.をまぶす 685 188 3 Zl.5 64.9 31 
次ぎにイツゲソ豆を使用した場合の結果を見ると， 問実験を行なったのは夏期で，気温は高<，
しかも土嬢水分を充分仁与えたため， 発芽も早〈発病も非常仁早く発芽当初に相当の発病が見ら
れた.標準の第1区では591株中，被害捧数は250株で位，3%の』寵病率となっている. 発芽し
ていないものは39株あり，これを調査した結果， 不発芽の原因は殆んどのものが白絹病菌の侵害を
受け発芽だけして地表面に現われていないものが多かった.播種種子上に Tru:hゆ rma菌培養を撒
布した第2区では603株中162株の穣病株が見られ26.9%の憶病率であった.しかしこの中仁は，
白絹病菌による被害ではなく Tricho伽 ma菌により発芽前または発芽直後の未だ甲割の時仁倭筈
せられたと考えられるものが21株3.26%含まれていた.播種2目前に Trichoden叩菌の培養で土
壌中処理した第3区では715株中 154株が枯死しており 21.5%の擢病率となっていた. 種子に
Trichoゐnna菌婚養をまぶして機種した第4区では伺5株中188株で27.5%の様病率であった.
ただ第4区仁おいては白絹病菌が原因する不発茅数が最も少なくわずか仁3本が認められた仁過ぎな
かった.しかし第2区と同様に Trichゆ rma曹の侵害によって不発芽または不完全発芽をしたもの
はかなり多かった (31株， 4.5%)第4区では白絹病菌による初期の発病は少なし1が，其後の発病
が櫓加し大差がないまで仁なったがその後，調査打切り 3日ぐらいまえから発病するものが見られなく
なった.これ仁よって Trich地 rma菌を種子仁まぶした場合は発芽前の白絹病の侵入を防止するが
1Tu:h油開ω菌の存在範囲が非常に狭いためそれ以後には強力な防除効果がなく，U;tちくして除
占に効果を現わすものと，恩われる.結局第3区の土嬢中処理を行なった場合が最も良い結果を見せ
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ているがなお21.5%の穣病率が見られた.これは播種局部撒布 (第2区〉とかあるいは種子と混和
したものと異なり広範囲の処理となるので第2区または第4区と同量の Trichコderma菌の矯養量
ではあまり仁も少ないものと考てられる.また亮背中の植物体には Trichoderma菌の有害作用はな
んら認められなかった.
VII 各種 Trlchoderm3菌株によるソラマメ白絹病防除圃場試臨
A.実験方法
昭和28年度の実験仁おいてソラマメおよびインゲシマメの白絹病に対して Triehoderma2382号
菌株が相当強力な防除効巣を示したので29年度も前年仁準じて実験を行った.使用した Tricho-
ゐrma菌は室内実験仁おいて Corticiumcentrifugumに対する抗菌または稜菌カ仁かなりの差が認
められたTrichodermasp. 2382号菌株 2404号菌株および 2407号菌株を使用して圃場にお
ける Trichoderma菌株聞の作用カの強弱の差を検定した.使用圃場は稲刈取後仁細切稲藁に培
養して形成した菌緩約5dl.を撒布した1反歩の水聞で，これを12区仁区劃し1処理区を3区制
とした.11月18日仁反当 4kgの各菌除の Trichoderma培養を撒布して後整地し，直ちに播種
した. その後中耕諸 (1月19日〉降雨前 (3月11日)仁それぞれ反当 4kgの Trichoderma菌
の矯費を植物体の根元に撒布した.その結果は第7表の如くである.
第 7表 ソラマメ白絹病仁対する各種日・choゐ門間菌株の防除効果について
供試1i株 区 jJlJ 被害株 健全株 調査株数 被害率 防除$
... 骨 ‘;.. φ司晶
区 14 145 159 8.8% 
区 1 119 130 8.5 
区 12 134 146 8.2 
37 396 434 8.5 80.1% 
No. 2勾4前株4也f:計 区 36 89 135 26.7 区 43 136 179 24.0 区 34 100 134 25.4 
113 325 438 25.2 40.9 
No. 2407 前検~也23 計
区 65 126 191 34.1 
区 59 95 1St 38.3 
区 39 52 91 42.9 
163 273 436 37.4 12.4 
区 107 165 272 39.4 
区 102 138 240 42.5 
標
区 105 139 244 43.1 
314 443 736 42.7 。
第7表から見て最大の効果の認められたものは Trichodeγ100sp. 2382号菌株で被害率は 8.5
%防除率は80%にも達してやる.室内実験では 2382号菌株にわずかの差で効力の劣った2407号
菌株では嬉準区と殆んど極病率が変わらず37.4%であった. 2404号菌株~ì， 室内実験では
お回号菌株より作用が相当劣っていたがこれを圃場において実験した結果では， 室内実験とほぼ
同様の作用差が認められた.以上のよう仁本実験に供用した Trichodermasp. 3菌株を比較して
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見ると， 実質的に圃場で使用じてその助果が充分と息われるものは. Trichoderma sp. 2382号
菌株のみであった.残り 2菌株は実際には使用不可能である. 以上の結果から見て，培養基上で
のごくわずかの差も闇場においては大きな義となって表われることがしばしばある. 実際防除を目的と
して Trichoderma菌を選択する場合， 大体において培養基上の結果がそのまま利用できるが，必
ずしもその結果が正しし1とは云や得ないので再度の圃場実験を行なって選択すべきである.
VII 総 括
Trichoderroo属菌を植物病筈防除lこ利用することについて種々 の実験を行ってきたがこの実験の結
果では土壌中における Trichodermaの発育仁は酸素の供給が必要条件となる. 一般圃場仁あって
は3寸から 4寸までたえず耕起せられているので，この深さまではかなりの酸素量があり Trichoder聞
菌の発育にはなんら支障ないようである.また病原菌の侵入位置も地表面から3-4寸までのところ
から侵入するものがほとんどで， それよりも深ひところから侵入するものは少なし，"¥. したがって土中にお
いて Tn'chodermaを発育せしめ病原菌仁作用せしめることは可能である.また寒天培養基上におけ
る Trichoderma菌の病原菌仁対する作用と，圃場においての作用とは必ずしも同→でないことが
しばしばある.これは寒天培養基上と土壌中とでは Trichoderma菌の発育条件が異なり，土壌中
lこ存在する多くの微生物によって，Trichxierma菌の病原菌lこ対する作カが変化したため，または
逆仁病原菌自体の Trichoderma菌に対する抵抗力が変化することも考えられる.その他自然界に
おいては，室内実験のように，温度が一定でなく高低の差が相当大きし;'1.また土壌中の含有成分，
土壊の反応も所仁より時仁より大きく変化してやると思われる.これらの事柄が Trichxierma菌の発
育，またIj抗菌，あるいは殺生作用に相当大きな関係を持っていると考へられる.Trichoderma菌
を使用して病害を防除する場合 Coriciumcentaザugum菌のような高温菌に対しては比較的好結果
が得られるが，Corticium graminium菌または Sclrotinialibertian~ 菌のように比較拘低温でも発
病するようなもの仁は，よい結果が得られない.特仁 Corticiumgraminium菌は Tricho伽 ma菌
¢抗菌または殺生作用仁対しては 200C以上の温度では弱いが 150C以下の温度 (Trichoゐrma
菌の発育は 150C以下では著して低下する〉ではかなり旺盛な生育をし植物体を侵害して行<.そ
のためか，または寒天培地上よりも，土壌中に発育してやる場合の方が.Trichoderma菌あるいは
その他の菌に対して抵抗力が強くなっているためと思はれる. とにかく圃場においては効果が殆んど認
められない.現在分離している Trichoderma菌では，第3および第4表でもわかるようにCorticium
gramineum， &lrotini~ libertianaには充分な結果は望み得なやか，白絹病菌には有望である.
また Trichoderma菌株は病原菌に対する作用力にかなりの特異性あるいは選択性を有している
が，Trichxierma菌の発育仁対する土壌環境もその発病防止効果仁大きく彫響する.
IX.文 献
1)大島俊市，野田二郎(1952)Trichoderma菌による白絹病防除の研究.第1報く議要〉日本植
病会報16: 13-4， p. 162. 2)大島俊市，野回二郎 (1952)Trichoderma菌による白縞病
防除の研究.第2報〈議要〉日木植病会報 17: 1， p. 44. 3)大島俊市，野田二郎 (1953)
タバコ白絹病仁対する Trichoderma菌処理の効果〈講要〉白木植病会報 17:3→， p. 149. 
4)大島俊市，野田ご郎(1953)Trichoderrn且菌による白絹病防除の研突第3報(講要〉日本植病
会報 18:1-2， p. 63. 5)西門義一，渡辺清志く1953)Trichoderma菌の抗菌性と環境と
の関係く講要〉日本植病会報 17:3-4， p. 149. 6)西門義一，渡辺清志く19的措抗微生
物による植物病害防除の研究.績報〈講要〉白木植病会報 18: 1-2， p.63. わ西門義一，
渡辺清志(1955)措抗微生物による作物病管の防除第8報農学研究 43:2， p.10ト 112.
- 31ー (143) 
